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メ
キ
シ
コ
へ
航
海
中
の
サ
ン
・
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
号
が
１
６
０
９
年
に
、
岩
和

田
田
尻
沖
で
座
礁
し
、
当
時
の
岩
和
田

村
民
が
献
身
的
な
救
助
で
、
こ
の
船
に

乗
る
ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
一
行
３
１
７
名

を
助
け
た
歴
史
的
事
実
か
ら
４
０
０
年
。

ま
た
、
こ
の
史
実
に
よ
り
、
１
９
２
８

年
に
「
日
西
墨
三
国
交
通
発
祥
記
念
之

碑
（
メ
キ
シ
コ
記
念
塔
）」
が
建
立
さ

れ
て
か
ら
80
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
様
々
な

記
念
の
行
事
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ

ん
と
共
に
作
り
上
げ
、
こ
の
先
人
た
ち

の
偉
業
を
広
く
後
世
に
伝
え
る
た
め
、

「
メ
キ
シ
コ
記
念
塔
建
立
80
周
年
、
サ

ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
漂
着
４
０
０
周

年
記
念
事
業
企
画
実
行
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
、
平
成
21
年
度
ま
で
の
３
ヵ
年

に
わ
た
り
、
記
念
事
業
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

第
１
回
目
の
記
念
事
業
と
な
る
今

回
の
国
際
文
化
交
流
に
は
、
メ
キ
シ
コ

在
住
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
黒
沼
ユ
リ
子
女
史
を
迎

え
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
の
ほ

か
、
日
常
的
な
メ
キ
シ
コ
料
理
教
室
や

対
話
形
式
で
の
交
流
会
を
通
じ
て
、
御

宿
と
メ
キ
シ
コ
の
文
化
の
交
流
を
図
り

ま
し
た
。

３
ヵ
年
に
わ
た
る

記
念
事
業
が
ス
タ
ー
ト

響
き
わ
た
る
友
好
の
音
色

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
当
日
、
公

民
館
大
ホ
ー
ル
は
３
０
０
名
の
観
客
で

埋
め
尽
く
さ
れ
、
黒
沼
さ
ん
が
奏
で

る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

【
写
真
①
②
】ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
ド
ヴ
ォ

ル
ジ
ャ
ー
ク
と
い
っ
た
有
名
な
作
曲
家
の

作
品
の
他
に
メ
キ
シ
コ
の
作
曲
家
の
作

品
も
演
奏
さ
れ
、
観
客
は
、
音
楽
を
通

じ
た
メ
キ
シ
コ
文
化
を
堪
能
し
ま
し
た
。

黒
沼
さ
ん
は
、
１
９
７
８
年
に
メ
キ

シ
コ
の
ロ
ペ
ス
大
統
領
が
御
宿
を
来
訪

さ
れ
た
際
、「
メ
キ
シ
コ
人
は
日
本
人
に

シ
ン
バ
テ
ィ
コ
（
親
し
み
）
を
持
ち
、
日

本
人
を
好
き
な
国
民
の
部
類
に
入
れ
て

ま
す
よ
。
御
宿
の
人
た
ち
の
善
意
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。」

と
、
人
間
愛
に
満
ち
た
４
０
０
年
前
の

救
出
の
歴
史
を
大
変
素
晴
ら
し
く
感
じ

て
い
る
旨
の
コ
メ
ン
ト
を
新
聞
を
通
し
て

発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
音
楽

に
よ
っ
て
皆
さ
ま
と
メ
キ
シ
コ
が
ま
す
ま

す
親
し
い
関
係
に
発
展
し
て
ゆ
く
こ
と

を
、
心
よ
り
希
っ
て
お
り
ま
す
。」
と
今

回
の
交
流
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

メ
キ
シ
コ
の
文
化
を

肌
で
感
じ
る

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
に
先
駆

け
て
、
前
日
の
９
月
８
日
に
は
、
黒
沼

さ
ん
に
よ
る
メ
キ
シ
コ
料
理
教
室
並
び

に
文
化
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

料
理
教
室
で
は
、
日
本
で
も
入
手
可

能
な
食
材
を
使
っ
た
メ
キ
シ
コ
の
家
庭

的
な
料
理
６
品
を
参
加
者
と
共
に
作
り

ま
し
た
。【
写
真
③
④
】
食
生
活
改
善

会
や
料
理
愛
好
会
の
応
援
も
あ
り
、
ど

れ
も
上
々
に
仕
上
が
り
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
、
満
足
の
様
子
で
、
メ
キ
シ
コ

の
味
覚
を
味
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
文
化
交

流
会
【
写
真
⑤
】
で
は
、
写
真
愛
好
会

や
ス
ペ
イ
ン
語
ク
ラ
ブ
の
協
力
に
よ
り
、

会
場
の
展
示
や
簡
単
な
ス
ペ
イ
ン
語
講

座
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
料
理
教
室
で
調
理
さ
れ
た
メ

キ
シ
コ
料
理
【
写
真
⑥
】
を
試
食
し
な

が
ら
黒
沼
さ
ん
と
対
話
す
る
な
ど
、
楽

し
み
な
が
ら
、
メ
キ
シ
コ
の
文
化
に
触

れ
て
い
ま
し
た
。【
写
真
⑦
】

こ
の
文
化
交
流
会
に
は
、
堂
本
千
葉

県
知
事
も
参
加
し
、
参
加
者
と
共
に
御

宿
と
メ
キ
シ
コ
の
文
化
の
交
流
を
堪
能

さ
れ
た
ご
様
子
で
し
た
。【
写
真
⑧
】

た
く
さ
ん
の
方
の
協
力
に
よ
り
、
今

回
の
記
念
事
業
は
大
変
素
晴
ら
し
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
多
く
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
ぐ
る

み
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

黒沼　ユリ子
プロフィール

小学 5年生で全国学生音楽
コンクールにて第1位並びに
文部大臣賞を受賞。桐朋学園
高校音楽科1年の時、日本音
楽コンクールで第1位並びに
特賞を受け、17 歳でNHK交
響楽団デビュー。18歳でヨー
ロッパへ留学し、プラハ音楽
芸術アカデミーを首席で卒業。
同アカデミー在学中の1960
年、V.ソンメルのヴァイオリ
ン・コンチェルト演奏でプラハ
現代音楽演奏コンクールで第1
位。1962年「プラハの春」国
際音楽祭にてM・トルノフス
キ指揮プラハ交響楽団とヨー
ロッパデビュー。以来、国際
的なソロリストとして世界各地
で活動。1980年メキシコ・シ
ティーに弦楽器の音楽院「ア
カデミア・ユリコ・クロヌマ」
を開校。
一昨年はその25周年を記念

して生徒たちを連れ来日。各
地での「日本・メキシコ友好コ
ンサート」を通じて両国の友好
の絆を一層深める。メキシコ大
統領より「アステカの鷲」勲
章、日本の外務省より「外務
大臣表彰」、国際交流基金より
「交流基金奨励賞」、大同生命
文化財団より「地域研究特別
賞」、ソロプチミスト日本財団
より「千嘉代子賞」などを受賞。
また、2005年度の第33回
セルバンティーノ国際芸術祭
の開幕公演として、団伊玖磨
のオペラ「夕鶴」のコーディネー
ターをつとめ、全出演者メキシ
コ人での日本語上演可能を実
証し、話題を呼んだ。
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「
お
ん
じ
ゅ
く
伊
勢
え
び
祭
り
」
は
観

光
協
会
や
商
工
会
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

方
が
協
力
し
、
例
年
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
す
。
特
に
、
今
年
の
伊
勢
え
び
祭

り
が
開
催
さ
れ
た
９
月
９
日
は
、
黒
沼

ユ
リ
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
と

も
重
な
り
、
メ
キ
シ
コ
在
日
大
使
を
は

じ
め
、
山
東
昭
子
参
議
院
副
議
長
、
森

英
介
衆
議
院
議
員
に
ご
出
席
を
賜
り
、

よ
り
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

メ
キ
シ
コ
在
日
大
使
か
ら
は
、「
御

宿
の
よ
う
な
小
さ
な
町
で
、
こ
ん
な
に

も
温
か
く
、
丁
重
な
歓
迎
を
受
け
、
大

変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
手

厚
い
も
て
な
し
も
、
４
０
０
年
前
の
救

出
の
歴
史
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
と
し
て
も
、

２
０
０
９
年
に
「
ベ
ラ
ー
ノ
・
デ
・
メ

ヒ
コ
（
メ
キ
シ
コ
の
夏
）」
と
題
し
て
、

国
交
４
０
０
周
年
の
記
念
事
業
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
国
交
の
歴
史

の
発
端
の
地
と
な
る
御
宿
と
手
を
結
ん

で
、
何
か
し
ら
の
事
業
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」
と
の
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

に各方面から祝福に各方面から祝福
 く伊勢えび祭り大盛況く伊勢えび祭り大盛況

▲伊勢えび祭りは今年も多くの人で賑いました
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現
在
で
は
、
使
節
団
の
派
遣
や
少
年

野
球
チ
ー
ム
の
受
け
入
れ
な
ど
を
中
心

に
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
記
念
事
業
に
よ
り
、
今
後
は
地
元

の
産
業
や
食
、
音
楽
な
ど
多
方
面
に
わ

た
っ
て
、
一
層
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

に
よ
り
、
幅
広
い
地
域
の
活
性
化
に
結

び
つ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ま
た
、
山
東
昭
子
参
議
院
副
議
長
並

び
に
森
英
介
衆
議
院
議
員
か
ら
は
、「
地

方
分
権
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在
に
お

い
て
、
こ
の
よ
う
な
力
強
さ
を
感
じ
る

イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
に
、
地
域
力
の
向
上

が
、
今
後
益
々
、
重
要
と
な
っ
て
く
る
」

と
励
ま
し
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

国
際
文
化
交
流
や
伊
勢
え
び
祭
り
を

通
じ
、
御
宿
の
す
ば
ら
し
い
歴
史
や
美

し
い
自
然
、
人
々
の
心
あ
た
た
か
い
風

情
な
ど
、
普
段
あ
た
り
ま
え
に
感
じ
て

い
る
御
宿
の
魅
力
を
改
め
て
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の

す
ば
ら
し
い
御
宿
の
財
産
に
も
っ
と
目

を
向
け
、
御
宿
が
更
に
魅
力
あ
る
町
と

な
る
よ
う
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
、

様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

メキシコとの歴史・絆メキシコとの歴史・絆
おんじゅおんじゅ

御
宿
の
す
ば
ら
し
い
歴
史
と
文
化
へ
の
お
祝
い
の
詩
（
下
段
）
の
作
者
で
あ
り
、

ち
ば
文
芸
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
の
近
藤
文
子
さ
ん
（
中
央
）。
ま
た
、
山
東
昭
子
参

議
院
副
議
長
（
右
）
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

 

歴
史
と
文
化
の
町

　
　
　
　
　
　

御
宿
の
海

　
　

打
ち
よ
せ
る
白
い
砂
浜
に

　
　

堆
積
し
た
時
間
が

　
　

彼
方
か
ら
運
ば
れ
て
く
る

　
　

語
る
波　

う
た
う
波

　
　

光
る
砂
に
刻
ま
れ
て

　
　

御
宿
の
人
々
に
伝
え
て
い
る

　
　

先
人
達
の
教
え
五
倫
黌

　
　

海
と
空
と
風

　
　

あ
た
た
か
く
心
に
宿
り

　
　

海
女
た
ち
の
ぬ
く
も
り

　
　

後
世
に
守
り
伝
え
よ

　
　

黒
潮
の
歴
史

　
　

招
く
よ
文
化　

こ
の
海
原
に

　
　

集
う
よ
み
ん
な　

手
を
つ
な
ぐ

　
　

こ
の
明
る
さ
の
地　

御
宿
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

詩　

近
藤
文
子
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午
前
８
時
30
分
に
防
災
行
政
無
線
の
サ

イ
レ
ン
が
吹
鳴
。
防
災
週
間
の
９
月
２
日
、

消
防
団
が
役
場
裏
に
集
ま
り
、
防
災
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
、
大
型
で
勢
力
の
強
い
台

風
が
接
近
し
や
す
い
時
期
で
す
。
秋
雨
前

線
が
停
滞
す
る
こ
と
か
ら
、
大
雨
や
暴
風

な
ど
の
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
回
は
、

風
水
害
対
策
と
し
て
、
土
嚢
作
り
な
ど
の

水
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

土
嚢
は
、
大
雨
の
際
、
家
屋
へ
の
浸
水

や
堤
防
の
決
壊
を
防
ぐ
た
め
に
利
用
さ
れ

ま
す
。
本
訓
練
で
は
、
土
嚢
の
迅
速
な
作

成
法
と
効
果
的
な
積
み
上
げ
方
に
つ
い
て
、

夷
隅
広
域
消
防
本
部
か
ら
指
導
を
受
け
、

分
団
員
た
ち
は
、
熱
心
に
訓
練
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

ま
た
、
浜
地
区
で
は
、
自
主
防
災
会
に

よ
る
津
波
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
時
避
難
所
と
な
る
八
坂
神
社
へ
避
難
す

る
こ
の
訓
練
で
は
、
た
く
さ
ん
の
方
が
参

加
し
、
い
ざ
と
い
う
時
の
避
難
誘
導
や
情

報
収
集
・
伝
達
方
法
に
つ
い
て
を
確
認
し

ま
し
た
。

災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
に
向
け

防
災
訓
練
実
施

台
風
に
よ
る
被
害
が
発
生

７
月
14
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
接
近
し

た
大
型
の
台
風
４
号
、
ま
た
、
９
月
７
日

に
は
台
風
９
号
が
上
陸
し
、
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

特
に
、
梅
雨
前
線
を
刺
激
し
た
台
風
４

号
は
、
御
宿
ダ
ム
の
雨
量
観
測
所
で
１
時

間
に
最
大
65
．
５
ミ
リ
を
記
録
す
る
大
雨

が
降
り
、
河
川
や
側
溝
の
水
が
増
量
。
ま

た
、
地
盤
が
緩
ん
だ
こ
と
に
よ
り
町
内
各

地
で
土
砂
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
雨
足
が
強
く
な
っ
た
14
日
の

午
後
11
時
30
分
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
危
険
箇
所
の
見
回
り
や
大
雨
へ
の
対

策
を
実
施
す
る
な
ど
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
活
動
し
ま
し
た
。
消
防
団

も
出
動
し
、
各
地
区
で
災
害
の
対
応
に
あ

た
る
な
ど
、
力
を
あ
わ
せ
た
防
災
活
動
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

▲御宿台では道路に土砂が堆積
し、片側が通行不可能に

▲実谷地区の山肌の土
砂災害

万全ですか

災害災害
への備えへの備え
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知って、備えて、生き延びる
当
町
は
、
海
に
面
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
震
が
発
生
し
た
際
に
は
、
津
波

の
心
配
が
あ
り
ま
す
。
過
去
の
元
禄
地

震
や
延
宝
地
震
で
も
、
最
大
で
６
〜
７

ｍ
の
津
波
が
押
し
寄
せ
た
と
い
う
記
録

が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
８
月
16
日

の
ペ
ル
ー
沿
岸
で
発
生
し
た
地
震
で
は
、

日
本
の
太
平
洋
沿
岸
に
津
波
注
意
報
が

発
表
さ
れ
る
な
ど
、
津
波
の
威
力
は
大

変
強
力
で
す
。

こ
の
津
波
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

安
全
な
場
所
へ
迅
速
に
避
難
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
町
で
は
、
い

ざ
と
い
う
場
合
の
津
波
対
策
と
し
て
、

津
波
へ
の
対
策

　
　
　

津
波
ハ
ザ
ー
ド

　
　
　

マ
ッ
プ
作
成

何
処
へ
ど
の
よ
う
に
避
難
す
れ
ば
よ
い

の
か
を
示
す
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

８
月
19
日
に
久
保
・
須
賀
・
浜
、
26

日
に
新
町
・
六
軒
町
・
岩
和
田
の
海

岸
に
近
い
６
地
区
の
区
役
員
や
消
防
団

員
が
公
民
館
に
集
ま
り
、
避
難
場
所
の

確
認
と
避
難
路
の
検
討
を
す
る
「
津
波

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
延
宝

地
震
の
記
録
を
基
に
作
成
さ
れ
た
津
波

浸
水
予
測
地
図
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

地
図
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
津
波
発

生
時
に
お
け
る
各
地
区
の
抱
え
る
問
題

点
な
ど
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
何
処
へ
ど
の
よ
う
な
経
路
で

避
難
す
れ
ば
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

ら
れ
る
の
か
、
地
域
の
実
情
を
考
え
な

が
ら
作
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
、

「
御
宿
町
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を

完
成
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
７
月
の
台
風
４
号
で
は
、
短

時
間
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
土
砂
災
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

今
後
は
、「
土
砂
災
害
マ
ッ
プ
」
の
作

成
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し

な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

▲

地
図
を
活
用
し
、
地
域
の
実
情
を
考
慮
し
た
津
波
避
難

路
の
検
討
が
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

地震の揺れが来る前に 「緊急地震速報」
　世界有数の地震多発地帯に位置する日本では、地震への対応が非常に重要です。新潟県では、7月16日に中越
沖地震が発生し、多くの方々が被害に遭われました。当町でも、8月16日早朝から、千葉県東方沖を震源とする地
震が連続しました。18日には、近隣の一宮町で震度5弱を記録するなど、大きな揺れが観測されています。
　このような地震に関して、震源近くで初期微動を計測した際、強い揺れが始まる数秒から数十秒前に素早く
情報を知らせる「緊急地震速報」が、10月からスタートします。テレビやラジオなどの放送機関を通じて発信され
る情報を聞いて、大きな揺れが始まる前に防災行動をとることにより、地震被害の軽減が期待されています。
　しかし、この速報システムで地震の情報を受けても、強い揺れが来るまで時間の余裕はありません。短い時間で、
身の安全を守るために、周囲の状況に応じて行動する「緊急地震速報利用の心得」を理解することが重要です。

《自動車運転中は》
●あわててブレーキをかけない
●ハザードランプを点灯し、揺
れを感じたらゆっくり停止

《山やがけ付近では》
●落石やがけ崩れに注意

《屋外（街）では》
●ブロック塀の倒壊等に注意
●看板や割れたガラスの落下に
　注意し、ビルのそばから離れる

《家庭では》
●頭を保護し丈夫な机の下な
どに隠れる
●あわてて外へ飛び出さない

・・・・・・・・・・・・・《緊急地震速報利用の心得》・・・・・・・・・・・・・
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の
出
来
事
Town Report

ま
ちビーチスポーツとして人気のビーチバレー

ボール。328 チームが参加し、8月 18 日から
の 3日間でビーチバレー大会「ムーンカップ
in 御宿」が御宿中央海岸で開催されました。
白い砂浜の特設コートで、選手達は熱戦を
繰り広げ、会場は、詰めかけた観客の声援と
拍手が沸きあがりました。
また、中学校女子の部では、御宿中学校チー
ムが 3位に入賞する好成績をおさめました。

白い砂浜で熱戦
～2007ビーチバレー・ムーンカップ IN御宿～

「野球」「空手」「弓道」で優勝
～第33回夷隅体育大会～

スポーツの普及と健康増進、夷隅郡市民の交流を目的
に第 33回夷隅体育大会が開催されました。6月 23日か
ら 9月 15日の期間で行われた本大会では、陸上、水泳、
野球、柔道、剣道、ゲートボール、クレー射撃など 16
の種目に、夷隅郡の 2町といすみ市の大原 ･岬・夷隅の
各支部から、それぞれ選抜チームが参加し、熱戦が繰り
広げられました。
当町においては、7月に行われた野球に続き、空手（土
東力、米本怜史、佐川幸男）と弓道（渡辺朋之、吉野友子、
吉田洋子、鈴木大祐）で優勝を飾り、県大会への出場を
決めています。また、他の種目でも、選手達は練習の成
果を発揮し健闘しました。
※敬称略
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街の環境美化やマナーの大切さなど、環境保全の意識を高めることを目的とする清掃活動「ひろえば街が好き街の環境美化やマナーの大切さなど、環境保全の意識を高めることを目的とする清掃活動「ひろえば街が好き
になる運動」が、JT（日本たばこ産業株式会社）の協力により、8月 25日に御宿中央海岸で行われました。になる運動」が、JT（日本たばこ産業株式会社）の協力により、8月 25日に御宿中央海岸で行われました。
この運動は、「ゴミをひろうという体験を通して、すてない気持ちを育てたい」「ゴミをすてない人を増やしたい」この運動は、「ゴミをひろうという体験を通して、すてない気持ちを育てたい」「ゴミをすてない人を増やしたい」

という願いから、全国的に広がっています。という願いから、全国的に広がっています。
運動当日は、町民の皆さんや海水浴に来ていた観光客など約 200 名の方が参加しました。参加者は、受付で専運動当日は、町民の皆さんや海水浴に来ていた観光客など約 200 名の方が参加しました。参加者は、受付で専
用のゴミ袋とトング（ゴミひろい用のハサミ）を受け取り、タバコの吸殻や花火の燃えカスなど海岸のゴミ拾い用のゴミ袋とトング（ゴミひろい用のハサミ）を受け取り、タバコの吸殻や花火の燃えカスなど海岸のゴミ拾い
活動に汗を流しました。活動に汗を流しました。

ひろえば街が好きになる運動
～御宿海岸クリーンキャンペーン～

平成 17 年 12 月に完成した御宿中学校校舎が公立学校
優良施設審査の総合部門で文教施設協会協会賞を受賞し、
8月 7日に表彰を受けました。
本校舎は、「開かれた学校」をコンセプトに設計され、

地域交流の場としての多目的ホールや図書室、コンピュー
タ室等のメディアルームを別棟的な構成とし、円滑な管
理と住民への多様な開放を可能にしていることが高く評
価されました。

多機能な教育環境や地域との連携に高い評価

御宿中学校が公立学校
優良施設で表彰
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http://www.akiba-denki.net/ 

312
68-2157 

PANA
クレール

おんじゅくの介護５０
訪問介護（ホームヘルプサービス）について

　介護保険サービスの訪問介護（ホームヘルプサービス）は、食事・入浴・排せつなどを手助けする「身体介護」
と同居家族がいない人などに掃除や洗濯、調理などの日常生活を支援する「生活援助（利用者のためのサービス）」
に区分されます。利用者の状態や家族の状況により変わりますので、担当のケアマネジャーに相談してください。
　またホームヘルパーは「家政婦さん」ではありません、サービスの中には利用できないサービスもあります
ので注意してください。

● 利用できるサービス●

【身体介護】 【生活援助】※利用者のためのサービス

○食事の介助
○排せつの介助
○体位の変換
○服薬の介助
○身体の清拭、入浴の介助
○通院や外出の付き添い
○身だしなみ、洗面、着替えの介助
　　　　　　　　　　　　　　　・・・など

○部屋の掃除　　○洗　濯
○ベットメイク　○衣類の整理
○生活必需品の買い物
○食事の準備、片づけ、調理
○薬の受取　　　・・・など
※ 注意！！生活援助を利用できるのは・・・
　①ひとり暮らしの方
　②同居している家族に障害や疾病があり、
　　家事を行うことができない方

× 利用できないサービス× 
×利用者以外の調理、洗濯、掃除など ×庭の草むしり、花木の水やり ×来客の応接（お茶出しなど）
×犬の散歩やペットの世話 ×大掃除、窓拭き、床のワックスがけ ×部屋のもようがえ
×正月、節句用の手間をかける調理 ×話し相手 ×留守番のみ 
×各種修理、修繕 ×病院内での付き添い・介助（原則として） ×　散　歩 　・・・など

＜問合せ先＞　御宿町役場　保健福祉課　介護保険係　　℡（68）６７１６
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健康健康健康健康健康
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント  ～乳幼児医療対策事業について ～
◇◇平成 19年 10月１日から乳幼児医療の対象年齢が拡充されます◇◇

☆対象となる乳幼児および医療費の範囲
改正前

⇒
改正後

入院・通院・調剤
（保険診療分） 3歳未満 4歳未満

入院のみ
（保険診療分） 3歳以上 4歳以上

　　※４歳未満：生後 4歳に達する日の属する月の末日まで
　　※４歳以上：満 4歳に達した翌月の初日から小学校就学の始期に達するまで

☆助成のしくみと自己負担
　助成申請に基づき「乳幼児医療費助成受給券」を交付します。
　医療機関受診および薬局での調剤を受ける際は、健康保険証とともに提示してください。
　　《住民税の課税状況により、通院 1回・入院 1日あたりの自己負担の額は、無料または 200円となります。
調剤は課税状況にかかわらず無料です。》

☆届出について
　【助成申請】
　　住民水道課への出生や転入の届出後に保健福祉課で申請をしてください。
　　《申請には、印鑑・健康保険証が必要です。また、保護者の住民税課税状況が確認できる書類等が必要
となる場合があります。》

　【記載事項等の変更】
　　住所や加入医療保険等に変更があった場合は保険証の写しを添えて届出してください。
　【乳幼児医療費支給申請】
　　申請後、受給券が届くまでに支払った医療費や、受給券が使用できない県外の医療機関等で支払った
医療費については、償還払いの手続きが必要です。

◎受給券は毎年 8月 1日に更新しますが、所得が未申告の場合は受給券の交付ができません。

お問合わせは・・・
御宿町役場　保健福祉課　保健事業班　　℡（６８）６７１７

ONJUKU 2007. 9
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く
ら
し

く
ら
し
の

く
ら
し

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報
情
報
情
報
INFORMATION

第第
1818
回回

千
葉
県
協
同
組
合

千
葉
県
協
同
組
合

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

県
内
で
生
産
さ
れ
、
新
鮮
で
お

い
し
く
、
安
全
・
安
心
な
農
林
水

産
物
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
交

流
を
深
め
る
催
し
で
す
。
入
場
は

無
料
で
す
。

▼
日　

時

　

11
月
３
日

　

10
時
〜
15
時（
雨
天
中
止
）

▼
会　

場

　

千
葉
ポ
ー
ト
パ
ー
ク
円
形
広
場

　
（
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
千
葉
み
な
と
駅

か
ら
徒
歩
10
分
）

▼
内　

容

○
千
葉
県
産
農
林
水
産
物
試
食
会

○
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
電
王
シ
ョ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

　

千
葉
県
協
同
組
合
提
携
推
進
協

議
会
事
務
局

（
千
葉
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

農
業
振
興
部
内
）

　

℡
０
４
３（
２
４
５
）７
３
０
７

〒

募　  

集

交
通
Ａ
Ｉ
メ
ー
ル
の

交
通
Ａ
Ｉ
メ
ー
ル
の

利
用
案
内

利
用
案
内

ONJUKU 2007. 9

　

県
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全

意
識
を
高
め
、
事
故
防
止
に
役
立

て
る
た
め「
交
通
安
全
情
報
〜
交

通
Ａ
Ｉ（
ア
イ
）
メ
ー
ル
〜
」
を

携
帯
電
話
に
配
信
し
て
い
ま
す
。

▼
内　

容

　

○
交
通
死
亡
事
故
分
析

（
毎
月
１
回
）

　

○
緊
急
連
絡
情
報（
随
時
）

　

○
交
通
規
制
情
報（
随
時
）

　

○
交
通
取
締
情
報（
随
時
）

▼
申
込
方
法

　

千
葉
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
み

　
http://w

w
w
.police.pref.

chiba.jp/new
s/notice

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

　

℡
０
４
３（
２
２
７
）９
１
３
１

お
知
ら
せ

▼
募
集
学
科
・
人
員

　

○
保
健
学
科　

40
人

　

○
助
産
学
科　

16
人

　

○
第
一
看
護
学
科　

80
人

　

○
第
二
看
護
学
科　

40
人

　

○
理
学
療
法
学
科　

20
人

　

○
作
業
療
法
学
科　

20
人

▼
試
験
日

　
《
推　

薦
》　

11
月
10
日

　
《
一　

般
》　

　
　

一
次（
保
健
・
助
産
・

一
看
・
二
看
の
各
科
）

　

平
成
20
年
１
月
12
日

　
　

二
次（
保
健
・
助
産
・

　

一
看
・
二
看
の
各
科
）

　

平
成
20
年
１
月
24
日

　
《
一　

般
》

　
　

一
次（
理
学
・
作
業
の
各
科
）

　

平
成
20
年
２
月
１
日

　
　

二
次（
理
学
・
作
業
の
各
科
）

　

平
成
20
年
２
月
15
日

▼
申
込
方
法

　

願
書
を
書
留
郵
便
で
郵
送

▼
受
付
期
間

　
《
推　

薦
》　

10
月
16
日
〜
19
日

　
《
一　

般
》
11
月
26
日
〜
30
日

　
（
と
も
に
消
印
有
効
）

▼
願
書
請
求
方
法

　

２
４
０
円
分
の
切
手
を
は
り
、

あ
て
先
を
書
い
た
返
信
用
封
筒

（
角
型
２
号
）
を
同
封
し
、『
募

集
要
項
請
求
』
と
朱
書
き
し
て

郵
送

▼
願
書
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
２
６
０
ー
８
７
０
２

　

千
葉
市
中
央
区
花
輪
町
１
１
１

　

千
葉
県
医
療
技
術
大
学
校

　

教
務
課

℡
０
４
３（
２
６
１
）０
３
１
０

千
葉
県
医
療
技
術
大
学
校

千
葉
県
医
療
技
術
大
学
校

学
生
募
集

学
生
募
集
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狭
庭
に
も
あ
る
や
す
ら
ぎ
や
水
を
打
つ

狭
庭
に
も
あ
る
や
す
ら
ぎ
や
水
を
打
つ  

岡
田
ま
さ
し

岡
田
ま
さ
し

湯
に
更
け
て
二
百
十
日
の
み
だ
れ
髪

湯
に
更
け
て
二
百
十
日
の
み
だ
れ
髪  

岡
本　

俊
康

岡
本　

俊
康

頼
み
ご
と
多
し
と
侘
び
る
盆
休

頼
み
ご
と
多
し
と
侘
び
る
盆
休  

本
吉
美
絵
子

本
吉
美
絵
子

早
起
き
の
母
は
寝
落
ち
ぬ
ほ
た
る
籠

早
起
き
の
母
は
寝
落
ち
ぬ
ほ
た
る
籠  

鶴
岡　

徳
治

鶴
岡　

徳
治

咲
き
継
ぐ
や
留
守
の
館
の
百
日
紅

咲
き
継
ぐ
や
留
守
の
館
の
百
日
紅  

小
野　

玲
子

小
野　

玲
子

風
雨
に
二
百
十
日
の
灯
も
消
え
て

風
雨
に
二
百
十
日
の
灯
も
消
え
て  

堺　
　

陸
子

堺　
　

陸
子

青
栗
の
こ
ろ
が
つ
て
来
し
庭
を
掃
く

青
栗
の
こ
ろ
が
つ
て
来
し
庭
を
掃
く  

大
曽
根
利
枝

大
曽
根
利
枝

母
と
子
の
会
話
お
だ
や
か
夏
木
立

母
と
子
の
会
話
お
だ
や
か
夏
木
立  

嵯
峨　

通
恵

嵯
峨　

通
恵

思
ひ
出
し
ま
た
ま
た
二
百
十
日
か
な

思
ひ
出
し
ま
た
ま
た
二
百
十
日
か
な  

大
谷　
　

仲

大
谷　
　

仲

文
月
の
遠
き
妻
よ
り
便
り
来
る

文
月
の
遠
き
妻
よ
り
便
り
来
る  

岡
山　
　

守

岡
山　
　

守

俳句愛好会俳句愛好会【御宿俳壇】【御宿俳壇】
兼題（二百十日）兼題（二百十日）※兼題とは、俳句の題のこと※兼題とは、俳句の題のこと

庭
掃
い
て
日
に
日
に
深
し
秋
の
色

庭
掃
い
て
日
に
日
に
深
し
秋
の
色  

菊
池　

武
夫

菊
池　

武
夫

厄
日
空
大
樹
ゆ
れ
つ
ゝ
里
を
守
る

厄
日
空
大
樹
ゆ
れ
つ
ゝ
里
を
守
る  

桜
谷　

敬
蔵

桜
谷　

敬
蔵

つ
ゝ
が
な
く
一
と
日
す
ぎ
ゆ
く
秋
の
暮

つ
ゝ
が
な
く
一
と
日
す
ぎ
ゆ
く
秋
の
暮  

秋
葉
喜
美
江

秋
葉
喜
美
江

到
来
の
梨
の
甘
味
に
笑
顔
か
な

到
来
の
梨
の
甘
味
に
笑
顔
か
な  

押
元　

益
枝

押
元　

益
枝

砂
浜
を
犬
と
駈
け
る
も
炎
天
下

砂
浜
を
犬
と
駈
け
る
も
炎
天
下  

福
薗
千
鶴
子

福
薗
千
鶴
子

青
梅
の
た
く
ま
ざ
る
青
し
て
古
刹

青
梅
の
た
く
ま
ざ
る
青
し
て
古
刹  

古
川　

範
男

古
川　

範
男

戻
り
に
は
路
地
を
違
へ
て
花
火
客

戻
り
に
は
路
地
を
違
へ
て
花
火
客  

石
田
ゆ
き
緒

石
田
ゆ
き
緒

第
1
句
目
、
や
す
ら
ぎ
を
求
め
ん
と
す
る
作
者
の
情
念
。

第
2
句
目
、
ほ
っ
と
す
る
厄
日
。
第
3
句
目
、
お
盆
の
忙

し
さ
。（
石
田
）

編 集 記後
　9月 1日は防災の日です。この日は、大正 12 年に
関東大震災が起こったことや台風が多く襲来すること
への心構えから、昭和 35 年に制定されました。今年
も 9月 7日に台風９号が上陸しています。このことか
らも、この時期は、大雨や暴風による風水害への備
えが重要だということを実感しました。万一に備えて、
避難場所の確認や非常持ち出し袋を用意しておくなど
の日ごろの備えが被害を最小限に抑えます。皆さんも
いざという時に慌てないよう、心掛けてください。

（椎名）

人の動き
8,151人（－10）男 3,869人  女  4,282人
世帯数 3,413  （平成19年8月31日）

御宿分署の出動状況
火災件数 0　救急件数 63
平成19年8月中

交通事故発生状況
発生件数 25　死者数 0　負傷者数 34
（平成19年1月1日～9月1日現在）

町民バス利用状況
乗車人数 153（1,461）
平成19年8月中（　）内は１月からの累計

ダムの貯水状況
貯水率 74.6%　有効貯水量 432,000㎥　
 （平成19年8月20日現在）

慶弔（8月届）
出生 2　死亡 11

ONJUKU 2007. 9

駅からハイキング
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10月20日（土）
●受付時間8：30～ 11：30

御宿の魅力あふれる御宿の魅力あふれる

駅駅からからハイキングハイキング

す
ば
ら
し
い
自
然
や
秋
の
味
覚
な
ど

す
ば
ら
し
い
自
然
や
秋
の
味
覚
な
ど

た
く
さ
ん
の
御
宿
の
魅
力
を

た
く
さ
ん
の
御
宿
の
魅
力
を

満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か

満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

た
と
え
ば
御
宿
の
白
い
砂
浜
、

　

た
と
え
ば
御
宿
の
白
い
砂
浜
、

　
　

た
と
え
ば
御
宿
の
新
鮮
な
海
の
幸

　
　

た
と
え
ば
御
宿
の
新
鮮
な
海
の
幸
、、

　

た
と
え
ば
御
宿
の
名
所
や
旧
跡

　

た
と
え
ば
御
宿
の
名
所
や
旧
跡
、、

　
　

た
と
え
ば
御
宿
の
山
々

　
　

た
と
え
ば
御
宿
の
山
々
、、

　

た
と
え
ば
御
宿
の
温
暖
な
気
候

　

た
と
え
ば
御
宿
の
温
暖
な
気
候
、、

　
　
　

そ
ん
な
御
宿
の
魅
力
が
ふ
ん
だ
ん
に
詰
ま
っ
た

　
　
　

そ
ん
な
御
宿
の
魅
力
が
ふ
ん
だ
ん
に
詰
ま
っ
た

　
　
　

約

　
　
　

約
1212
㎞
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
楽
し
み
な
が
ら

㎞
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
楽
し
み
な
が
ら

　
　
　

散
策
し
ま
す
。

　
　
　

散
策
し
ま
す
。


